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１．まえがき 

JIS A 1132「コンクリート強度試験用供試体の作り方」では，圧縮強度試験で使用する供試体の直径は100mm，

125mm，150mmを標準とし，高さは直径の2倍の寸法を持つ円柱と規定されており，コンクリートの圧縮試

験用供試体では直径75mmの供試体は標準とされてはいない。直径100mmの円柱供試体の場合，一般的に使

用される型枠とコンクリートを合わせた重さは3.5～4.5kg程度となり,運搬や脱型の作業は比較的負荷が多い

作業である。供試体寸法を小さくすることにより，作業者の負担の軽減が図れるばかりでなく，養生スペー

スの縮小，産業廃棄物の削減,実験の省力化など供試体の小型化によるメリットは多岐にわたると考えられる。

そこで，直径75mmの供試体を用いた場合の圧縮強度に及ぼす影響ついて検討を行った。 

２. 実験概要 

（１）使用材料および配合 

コンクリートの配合とフレッシュコンクリートの試験結果を 

表-１に示す。試験室の小型ミキサ（練混ぜ容量 60 リッター）

を用い，W/C：60％，55％，50%，45%のコンクリートを製造

した。また，レディーミクストコンクリート工場で製造した普

通コンクリート（呼び強度 24）でも試験を行った。セメントは

普通ポルトランドセメントを使用し，骨材には砕砂，粗骨材の

最大寸法 20mm の砕石を使用した。混和剤には AE 減水剤（標

準型）を用いた。スランプは，小型ミキサで製造したコンクリ

ートでは 16~21cm，レディーミクストコンクリートでは 9cm で

あり，空気量はいずれも 4.5±1.5%であった。 

（２）供試体の作製 

供試体の作製は，直径 100mm，高さ 200mm の型枠（容積 1.57 リッター，以下φ100mm と記述）と直径

75mm，高さ 150mm（容積 0.66 リッター，以下φ75mm と記述）のプラスチック製の軽量型枠（写真-１）を

用いた。また，JIS A1132 従い，1 層の突き数はφ100mm では 8 回，φ75mm では 5 回とし，いずれも 2 層で

打ち込み，木槌およびジッキングにより締め固めた。圧縮強度試験は JIS A 1108 に従い，小型ミキサで製造

したコンクリートは材齢 7 日，28 日において各 6 体，レディーミクストコンクリートでは材齢 7 日，28 日，

91 日において各 30 体の試験を行った。なお，供試体は，所定の試験材齢まで水中における標準養生を行った。 
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表-１ 配合とフレッシュコンクリートの試験結果 

 

 

写真-1 プラスチック製の軽量型枠 

φ100mm φ75mm 
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３．実験結果および考察 

（１）小型ミキサを使用したコンクリート 

 φ100mm とφ75mm の圧縮強度の平均値（n=6）の関

係を図－２に示す。W/C が 45％～60％の範囲で，圧縮

強度が 20～50N/mm2 の範囲においては，両者の圧縮強

度には強い相関関係があり，供試体の寸法が圧縮強度

の平均値に及ぼす影響は極めて小さかった。 

φ100mm とφ75mm の圧縮強度の変動係数（n=6）を

図－３に示す。W/C が 45％～60％（圧縮強度:20～

50N/mm2）の範囲における変動係数は，φ100mm では

3～5%程度であったが，φ75mm では 3～7%程度であ

り，φ100mm に比べてφ75mm の方が変動係数は若干

大きい傾向が見られた。また，φ75mm では圧縮強度

が低い方が変動係数は大きくなる傾向が見られた。こ

れは,1 個の供試体の試料の量が少ないことが一因と考

えられるが,今回の 6 本の平均ではその影響は小さい

ものと考えられる。  

（２）レディーミクストコンクリート 

 レディーミクストコンクリート（呼び強度 24）を用

いた場合の材齢 7，28，91 日におけるφ100mm とφ

75mm の圧縮強度の平均値（n=30）の関係を図－４に示す。

いずれの材齢においても，両者の圧縮強度には大きな差

異はないが，φ75mm の方が 1.5~3%程度大きな値となっ

た。また，φ100mm とφ75mm の圧縮強度の変動係数

（n=30）を図－５に示す。供試体数を増加して求めたφ

75mm の変動係数は 5~7％程度であり，φ100mm の変動

係数に比べて 1~2%程度大きい傾向が見られたが,ほぼ同

程度と判断できる。今回の実験ではφ150mm 用の載荷盤

を用いたため,直径の小さい供試体の方が偏心の影響を

大きく受けたことが変動を大きくした要因と考えられ，

供試体直径が小さい場合，供試体の設置位置を正確に

行う必要があると思われる。 

４．まとめ 

（１）直径 75mm 供試体の圧縮強度は，直径 100mm

供試体の圧縮強度と同程度であった。 

（２）直径 75mm 供試体の圧縮強度の変動係数は，

5~7％程度となり，載荷時の偏心が生じないような配

慮が必要であることが認められた。 
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   図-３ 圧縮強度の変動係数 

  

図-４ φ100mm とφ75mm の圧縮強度の関係    

  （ﾚﾃﾞｨ-ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ） 

 

図-２ φ100mm とφ75mm の圧縮強度の関係 

 

図-５ 圧縮強度の変動係数（ﾚﾃﾞｨ-ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ） 
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